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1

2

増 減 額 増 減 率

平 成 16 年 度

当 初 予 算 額

18,734,000 20,764,000

平 成 17 年 度

当 初 予 算 額

　｢住みたいまち伊万里・行きたいまち伊万里｣を標榜し、｢安心｣、｢活力｣、

｢発展｣のキーワードを核に、｢海洋、環境、エネルギーの３つの先端都市｣と

｢21世紀を拓く交流と創造の市民都市｣の実現を目指して行く。

　景気低迷により市税も伸びず、国の「三位一体の改革」の推進に伴なう国

庫補助金等の削減や交付税の著しい減少が現実のものになるなか、将来の財

政基盤の安定を目指すために策定した｢伊万里市財政健全化計画｣を反映させ

るとともに、各種補助金をはじめ、事務事業の見直しや経常経費の一層の削

減に取り組み、可能な限り市民サービスに係る事業の充実や｢市民との協働｣

を推進していく事業等への財源配分を行うなど、工夫を凝らした予算編成を

行った。

基　本　方　針

予算規模（一般会計）

平 成 16 年 度 当 初 比

千円 千円 千円 ％

△ 2,030,000 △ 9.8

－1－



３　一般会計当初予算の対前年度比較表

（歳入）

予 算 額 構成比 予 算 額 構成比 増 減 額 増減率

1 市 税 5,071,452 27.1 5,033,369 24.2 38,083 0.8

2 地 方 譲 与 税 532,297 2.8 436,144 2.1 96,153 22.0

3 利 子 割 交 付 金 43,300 0.2 43,300 0.2 0 0.0

4 配 当 割 交 付 金 7,300 0.0 7,300 0.0 0 0.0

5 株式等譲渡所得割交付金 2,500 0.0 2,500 0.0 0 0.0

6 地 方 消 費 税 交 付 金 607,659 3.3 607,659 2.9 0 0.0

7 自 動 車 取 得 税 交 付 金 132,000 0.7 136,891 0.7 △ 4,891 △ 3.6

8 地 方 特 例 交 付 金 148,769 0.8 164,401 0.8 △ 15,632 △ 9.5

9 地 方 交 付 税 5,693,156 30.4 5,454,720 26.3 238,436 4.4

10 交通安全対策特別交付金 12,944 0.1 11,361 0.1 1,583 13.9

11 分 担 金 及 び 負 担 金 435,497 2.3 425,240 2.0 10,257 2.4

12 使 用 料 及 び 手 数 料 318,903 1.7 324,288 1.6 △ 5,385 △ 1.7

13 国 庫 支 出 金 2,456,160 13.1 2,610,348 12.6 △ 154,188 △ 5.9

14 県 支 出 金 1,212,390 6.5 2,104,650 10.1 △ 892,260 △ 42.4

15 財 産 収 入 74,785 0.4 222,533 1.1 △ 147,748 △ 66.4

16 寄 附 金 8 0.0 8 0.0 0 0.0

17 繰 入 金 361,714 1.9 406,275 2.0 △ 44,561 △ 11.0

18 繰 越 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

19 諸 収 入 543,565 2.9 612,911 2.9 △ 69,346 △ 11.3

20 市 債 1,079,600 5.8 2,160,100 10.4 △ 1,080,500 △ 50.0

特別地方消費税交付金 0 0.0 1 0.0 △ 1 皆減

18,734,000 100.0 20,764,000 100.0 △ 2,030,000 △ 9.8

（単位：千円、％）

歳 入 合 計

平 成 １７年 度 当 初 比 較

（　Ａ　） （Ａ）　－　（Ｂ）

　　　　　　　　　　　　　　　　年　　度

　　　　　款

平 成 １６年 度 当 初

（　Ｂ　）
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2,610
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2,105 2,160 2235,034
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一般会計当初予算の対前年度比較（歳入：目的別）
（単位：百万円）

平成１７年度当初

平成１６年度当初

市税 譲与税

交付金

地方交付税

分担・負担金 使用料・手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

市債
その他

諸収入
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（歳出）

予 算 額 構成比 予 算 額 構成比 増 減 額 増減率

1 議 会 費 278,324 1.5 281,855 1.4 △ 3,531 △ 1.3

2 総 務 費 2,490,732 13.3 2,666,729 12.8 △ 175,997 △ 6.6

3 民 生 費 6,092,139 32.5 6,086,376 29.3 5,763 0.1

4 衛 生 費 1,632,943 8.7 1,651,388 8.0 △ 18,445 △ 1.1

5 労 働 費 71,636 0.4 72,213 0.3 △ 577 △ 0.8

6 農 林 水 産 業 費 905,561 4.8 1,818,170 8.8 △ 912,609 △ 50.2

7 商 工 費 408,420 2.2 328,712 1.6 79,708 24.2

8 土 木 費 1,991,978 10.6 2,209,301 10.6 △ 217,323 △ 9.8

9 消 防 費 798,575 4.3 872,132 4.2 △ 73,557 △ 8.4

10 教 育 費 1,836,769 9.8 1,799,331 8.7 37,438 2.1

11 災 害 復 旧 費 34,524 0.2 27,606 0.1 6,918 25.1

12 公 債 費 2,162,393 11.5 2,920,181 14.1 △ 757,788 △ 26.0

13 諸 支 出 金 6 0.0 6 0.0 0 0.0

14 予 備 費 30,000 0.2 30,000 0.1 0 0.0

18,734,000 100.0 20,764,000 100.0 △ 2,030,000 △ 9.8

平 成 １６年 度 当 初

（　Ｂ　）

（単位：千円、％）

歳 出 合 計

平 成 １７年 度 当 初 比 較

（　Ａ　） （Ａ）　－　（Ｂ）

　　　　　　　　　　　　　　年　　度

　　　　　　款

282

278

6,086 1,652 1,818 2,209 872 1,799 2,920 130
2,667

2,491
6,092 1,633 906

329

408

1,992

799

1,837 2,162
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0 5,000 10,000 15,000 20,000

一般会計当初予算の対前年度比較（歳出：目的別）
（単位：百万円）

議会費

総務費
民生費 衛生費

農水

土木費

消防費

教育費 公債費

その他商工費平成１７年度当初

平成１６年度当初
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４　特別会計・企業会計当初予算の対前年度比較表

平成１７年度 平成１６年度

当初予算額 当初予算額 増 減 額 増減率

5,823,965 5,298,705 525,260 9.9

3,985,786 3,864,454 121,332 3.1

13,793 12,830 963 7.5

2,521,013 2,512,994 8,019 0.3

121,987 109,479 12,508 11.4

7,081 7,146 △ 65 △ 0.9

17,897 18,411 △ 514 △ 2.8

6,315,381 6,721,260 △ 405,879 △ 6.0

18,806,903 18,545,279 261,624 1.4

収益的収入及び支出 1,359,266 1,356,923 2,343 0.2

資 本 的 収 入 556,381 253,656 302,725 119.3

資 本 的 支 出 989,078 644,131 344,947 53.6

収益的収入及び支出 423,013 428,468 △ 5,455 △ 1.3

資 本 的 収 入 130,267 99,208 31,059 31.3

資 本 的 支 出 238,352 150,701 87,651 58.2

収益的収入及び支出 1,207,527 1,252,056 △ 44,529 △ 3.6

資 本 的 収 入 105,183 136,127 △ 30,944 △ 22.7

資 本 的 支 出 105,212 136,180 △ 30,968 △ 22.7

区 分
比 較
（単位：千円、％）

水 道 事 業
特 別 会 計

市 営 駐 車 場 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

特 別 会 計 の 計

伊万里駅周辺土地区画整理事業特別会計

工業用水道事業
特 別 会 計

病 院 事 業
特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

立 花 台 地 開 発 事 業 特 別 会 計

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

5,299

5,824

3,864

3,986

13

14

2,513

2,521

6,721

6,315

110

122

7

7

18

18

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000 20,000

特別会計当初予算の対前年度比較
（単位：百万円）

平成１７年度当初

平成１６年度当初

国民健康保険 介護保険

立花台地開発事業

公共下水道 老人保健

農業集落排水事業

駅周辺土地区画整理事業

市営駐車場
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（３つのキーワードによる分類）
【安　心】

款 件数 先端都市 新規 ページ 資料ページ

● 10
● 11 43

11
● 11
● 13
● 13

小計 6件 5件
● 14

14 47
14 47
14 48
14
14
14
15
15
15
15
15
15
15 49
15

● 16 49
16
16 50
16
16
16 50
17
17
17

● 17
17 51
17
17 52
18
18
18

● 18 52
● 18

18
18
19
19

小計 37件 5件

障害者社会参加促進事業

心身障害者(児)ホームヘルプサービス事業

障害者通所援護事業
障害児発達支援センター整備事業

身体障害者(児)補装具・更生医療給付事業

心身障害者デイサービス事業
心身障害者(児)短期入所事業

心身障害児通園事業

医療費助成事業
特別障害者手当等支給事業
障害者地域生活援助事業

緊急通報システム事業

敬老会開催事業

母子家庭自立支援給付金事業

在宅介護支援センター運営事業
在宅高齢者住宅改良事業

延長保育特別推進事業

老人保護措置事業

第４次老人保健福祉計画策定事業
子育て支援センター管理運営事業

介護保険低所得利用者助成事業

一時保育促進事業

民
生
費

地域福祉計画策定事業
障害者生活支援事業

タクシーバリアフリー化促進事業

重度心身障害者タクシー料金助成事業

幼児インフルエンザ予防接種費助成事業

留守家庭児童クラブ管理運営事業

シルバー人材センター支援事業
軽度生活援助事業

障害者施設訓練等支援事業

総
務
費

生活保護適正化推進事業

５　事業概要

事業名

こころとからだの健康づくり事業
庁舎管理事業（●庁内電話ダイヤルイン化事業）
事務改善事業（くらしの便利帳「改訂版」作製事業）
公共ネットワーク（防災ネットワーク）整備事業
賦課徴収事業（●軽自動車税コンビニ収納事業）
指定統計事業（●国勢調査事業）

児童扶養手当支給事業

留守家庭児童クラブ専用施設整備事業

生活保護事業

児童手当支給事業
保育園運営事業

－5－



款 件数 先端都市 新規 ページ 資料ページ
20
20
20
20
20
20
20
21

● 21 53
21
21

● 21 54
22
22

環境 ● 22
22

環境 22
環境 22
環境 22
環境 ● 22 55

22
22

環境 ● 22
小計 23件 6件 5件
労働費 23
小計 1件

● 24

25
小計 2件 1件
商工費 28 60
小計 1件

30 65
30
30 67・68

● 30
31 69
31

● 31
● 31

31 73
32
32

● 32
32

小計 13件 4件
33 74
33

● 33 74
33 75
33 75

● 33
小計 6件 2件

有害鳥獣対策事業（●伊万里版イノシシ対策「狩猟免
許取得促進」特別事業）農水費

消防施設整備支援事業
消
防
費

ため池災害防止事業

コミュニティバス運行事業

衛
生
費

生ごみ資源化等調査事業

火葬場関連対策整備事業

地域小児医療体制整備事業
親子ふれあい交流事業
予防接種事業

環境基本計画策定事業

結核予防事業
老人保健事業（●つる・かめ体操（仮称）事業）
伊万里・有田地区衛生組合負担金
合併処理浄化槽設置整備事業

交通安全総務事業（２種事業）

河川局部改修事業

資源ごみ回収奨励事業

環境センター管理運営事業
環境センター処理施設長期整備事業

塵芥処理管理事業

ごみ集積所整備費補助事業
環境保全創造住民活動支援事業

救急救命士養成事業

道路維持事業

橋りょう整備事業
都市基盤河川改修事業

都市公園整備事業（補助）

交通安全施設整備事業（１種事業）

市営住宅手摺設置事業

土
木
費

定住促進事業
市営住宅給水管改修事業

統合準用河川改修事業
蓮池跨線歩道橋補修事業

都市公園整備事業（単独）

自主防災組織育成事業（婦人・幼少年消防クラブ育成事業）

自主防災組織設置事業（災害対策事業）

防災フェア実施事業
非常備消防車両等整備事業

病院群輪番制病院運営事業

事業名

母子保健事業
むし歯予防等対策事業
介護予防・地域支え合い事業
夜間救急外来診療体制整備事業
在宅当番医制運営事業

肝疾患対策事業

九州労働金庫預託事業

－6－



款 件数 先端都市 新規 ページ 資料ページ

34
34
34

● 34
34
34
34
35
35
35

● 35
● 35
● 36

38
小計 14件 4件

39
39

小計 2件
安心
合計 105件 6件 26件

【活　力】

款 件数 先端都市 新規 ページ 資料ページ

10
10
11 44
12
12 45

● 12
12 46

● 12
12

小計 9件 2件
23
23 56
23
23
24
24
24
25
25

● 25
25
25
25

● 26 57
● 26 58

中学校建設事業（国見中学校）

事業名

教科書改訂事業

フッ素洗口推進事業

小学校・中学校遠距離児童生徒通学費助成事業

小学校プール整備事業

教
育
費

学校適応指導教室事業
学校評議員事業
スクールアドバイザー事業

外国人子女等の日本語習得支援事業
特殊学級在籍児童生徒支援事業

人権に関する市民意識調査事業

小中学校空調整備事業

中学校教育資機材整備事業

伊万里ブランド宣伝・消費拡大促進事業

職員研修事業（民間企業等体験研修事業）

地籍調査事業
まるごと伊万里ポータルサイト構築事業

文化のまちづくり事業（●コミュニティ助成事業）

市史編さん事業

新さが水田農業確立推進事業

伊万里牛振興会事業
さが畜産自給力強化対策事業

県単さが農業農村振興整備事業
田んぼの学校支援事業
基盤整備促進事業
中山間地域総合整備事業

農
林
水
産
業
費

魅力あるさが園芸農業確立対策事業

小規模土地改良事業

21世紀市民ゆめづくり計画支援事業

食を活かしたまちづくり事業

学校給食センター建設事業

災害
復旧

土木施設災害復旧事業（１６年災補助・過年）
急傾斜地崩壊防止事業

伊万里市民間活動フォローアップ事業

総
務
費

市民協働推進条例（仮称）制定事業

事業名

中山間地域等直接支払交付金事業
特定農山村総合支援事業
国営伊万里土地改良事業
新たな米政策対策事業
農業生産総合対策条件整備事業
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款 件数 先端都市 新規 ページ 資料ページ
26

● 26
26
27

● 27
27

小計 21件 5件
28
28
28
28

● 28 61
● 28 62
● 29 63
● 29 64

29
● 29
● 29
● 29
● 29
● 29

小計 14件 9件
30 66
30

● 30 66
30 66
31 70
31 71
31 72

小計 7件 1件
34
34
35

● 35 76
35
36
36
37
37
37
37 78
37 78

● 37
37
37
38

● 38
38 79

● 38 80
小計 19件 4件
活力
合計 70件 21件

農
林
水
産
業
費

事業名

森林を守る交付金事業

新商品等開発支援事業
商店街空き店舗活用事業

地域材利用学校関連施設整備事業
林道整備事業
波多津港みなと祭り支援事業
沿岸漁業振興特別対策事業（補助）
波多津漁港改修事業（単独）

市道整備事業
地方特定道路整備事業

高尾山公園景観整備事業

伊万里駅南口線関連事業

大川内運動広場建設事業

「オンリーワン」のさが体験活動支援事業
きらきら伊万里っ子育成事業

親子のふれあい絵本の読み聞かせ事業

外国青年招致事業
いまり浪漫大学支援事業
家庭教育力活性化事業
伊万里塾推進事業
自治公民館新改築事業

子どもの読書活動推進事業

社会教育主事（スポーツ担当）受入事業

特色ある学校創造事業

集会文化活動事業

都市計画道路整備事業（大坪木須線）

学力向上対策推進事業

世界遺産登録推進事業

商店街歩こう事業
伊万里川河畔屋台村設置事業

スタンプラリー開催支援事業
観光宣伝用DVD制作事業

商店街駐車場確保支援事業

商
工
費

都市計画道路整備事業（陣内白野線）

地方道路交付金事業

銀天街ファサード改修事業
大川町ふれあい館（仮称）整備事業

ふるさと伊万里応援団事業
観光ボランティアガイド養成事業

中小企業振興資金貸付事業

土
木
費

辺地対策事業

教
育
費

伊万里夕やけマラソン開催事業
競技スポーツ全国大会等出場費補助事業
平成１９年度全国高校総体開催準備事業

ブックスタート事業

多目的運動広場建設事業
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【発　展】

款 件数 先端都市 新規 ページ 資料ページ

10
エネルギー 11

11
海洋 12 46

13
小計 5件 2件
農水 環境 26 59
小計 1件

36
36

● 36 77
環境 ● 38

小計 4件 1件 2件
発展
合計 10件 3件 2件

【その他】

款 件数 先端都市 新規 ページ 資料ページ

10
10
10

小計 3件
教育 ● 36
小計 1件 1件

40
40
40 81
41 82
41 83
41 84
41
41

小計 8件
42
42
42

小計 3件
その他
合計 15件 1件

総計 200件 9件 50件

企
業
会
計

水道事業特別会計
工業用水道事業特別会計
病院事業特別会計

事業名

給食センター生ごみ堆肥化事業

教
育
費

議員政務調査支援事業

事業名

議
会
費

総
務
費

人事管理事業（新人事制度構築支援委託事業）
伊万里地域知的基盤形成推進事業
住みたいまち伊万里・行きたい町伊万里構築事業
伊万里・アジアネットワーク事業
戸籍電算化事業

ツル越冬事業

特
別
会
計

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計

市営駐車場特別会計
老人保健特別会計

立花台地開発事業特別会計
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計

史跡大川内鍋島窯跡保存整備事業
博物館・美術館構想研究事業
指定文化財説明板製作事業

伊万里駅周辺土地区画整理事業特別会計

宮ノ前北遺跡調査事業

常任委員会運営事業
特別委員会運営事業
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

千円 千円 千円

活力

　平成8年度に市史編さん委員会を設置して以来、継
続して市史の発刊を行ってきたが、17年度で事業を
終了する予定。
既発刊　「陶磁器編古伊万里」「建築編」
　　　　　「映像編」｢自然・地理編」「教育･人物編」
17年度発刊予定　「近世・近代編」「現代編Ⅰ」
　　　　　「現代編Ⅱ」「陶磁器編古唐津・鍋島」
　　　　　｢資料編」「絵図/地図編」

　職員の福利厚生の充実のため、新たに精神科医を
産業医として委嘱し､ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ相談をはじめ、職場復
帰支援やﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ研修会を取り入れたﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽの
総合支援体制を整備する。
　･精神科医によるﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ相談
　・　　〃　　ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ研修会
　・職場復帰支援体制整備

39,243

　伊万里市人材育成基本方針に基づき、国の公務員
制度改革を踏まえたトータルな人事システムを構築す
る。

1,440

168

　民間企業等の接客等顧客サービスの考え方や応
対の姿勢､コスト意識、プロ意識を学び、職員の
意識改革を図るため、職員の派遣研修を行う。
対象職員　採用後７年目の職員（11名）
研修期間　連続した５日間
研修先　　市内及び市内近郊の民間企業・団
　　　　体等の中から選択（業務内容が市政
　　　　に反映できると判断されるもの）

●
こころとからだの
健康づくり事業

1,440

職員研修事業
（民間企業等体験
研修事業）

168

財 源 内 訳
事業名 説 明事業費

安心

活力

市史編さん事業 42,195
（諸）
  2,952

キー
ワード

先端
都市

4,025発展
人事管理事業
（新人事制度構築
支援委託事業）

4,025

4,393

　地方自治法第109条の規定に基づき常任委員会
を設置し、高度化、多様化する市政を目的に応じ
４分野に分け、付託された案件、所管事務を審査
する。
・事業内容
　案件審査、先進事例の調査、研究等

議　会　費

その他 常任委員会運営事
業 4,393

　市議会議員の調査研究活動のため、必要な経費
の一部として、政務調査費を交付する。
・交　付　額　　議員一人当たり年額250千円
・交付の時期　　年2回（4月及び10月）

その他 特別委員会運営事
業 837

総　務　費

837

　地方自治法第110条の規定に基づき特別委員会

を設置し、専門的な案件を審査する。

・事業内容

　案件審査、先進事例の調査、研究等

その他 議員政務調査支援
事業 7,000 7,000
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特定財源 一般財源
財 源 内 訳

事業名 説 明事業費キー
ワード

先端
都市

千円 千円 千円

発展 エネルギー

発展

活力

安心

安心

安心

3,000

事務改善事業
（くらしの便利帳
「改訂版」作製事
業）

　昭和58年事業着手から22年が経過した平成16年
度末での進捗率は64.43%である。
○事業内容
・16年度調査分(立川、駒鳴及び山口の一部)の面
積測定､地籍簿作成等　　6.96k㎡
・大川町(東田代、大川野及び山口の一部)、南波
多町(古川)の一筆地調査、地籍図根多角測量、地
籍細部測量等 　7.63k㎡
※ 一筆地調査外注分　1.69k㎡を含む
○事業費
・補助事業　　139,700千円
・単独事業　　 95,795千円

　市民へ行政情報を提供するため「くらしの便利帳」を
平成9年度、平成12年度に配布している。第3回目の
改訂版を作製し、全戸配布を行うとともに、転入者にも
配布する。
　・作製部数　21,200部

　「住みたいまち伊万里・行きたいまち伊万里」
の実現に向けて､今後具体的に取り組むべき活動
を検討･決定する。
・外部の目から見た評価､課題調査の実施
・まちづくり経験者を交えた、まちづくりワーク
ショップの実施
・課題の整理及び活動展開案の策定など

1,203

2,515

130,410

　県の防災無線再整備に併せて整備された、公共
ネットワーク（光ケーブル）を運用するため､そ
の費用を県内自治体で均等に負担する。

　海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰを核とした伊万里地域の将
来構想の実現に向け具体的な取り組みを行う。
・取組内容
①海洋ｴﾈﾙｷﾞｰの関連分野における共同研究や立地
に関心を有する研究機関・企業の調査及び誘致活
動
②海洋ｴﾈﾙｷﾞｰ関連分野の地域展開・共同開発プロ
グラム及び実施方針の策定
③推進会議による具体的方策の検討
・組織構成
　佐賀大学・経済産業局・中小企業基盤整備
　機構・佐賀県・県地域産業支援センター・
　㈱ゼネシス・市

837

　直通電話による市民への迅速な対応及び交換業務
の規模縮小による経費の節減を目指すため、構内新
電話交換機の導入（7年リース）を図る。

(国)
104,775
(手)
240
(諸)
70

庁舎管理事業
（●庁内電話ダイ
ヤルイン化事業）

1,203

2,515

●
公共ネットワーク
(防災ネットワー
ク)整備事業

住みたいまち伊万
里・行きたいまち
伊万里構築事業

地籍調査事業

837

850

3,000

235,495

伊万里地域知的基
盤形成推進事業

850

資料43ｐ

資料44ｐ
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特定財源 一般財源
財 源 内 訳

事業名 説 明事業費キー
ワード

先端
都市

千円 千円 千円

（諸）
2,500

　途絶えていた伝統的な浮立を復活し、祭りを通
して地区住民の融和と交流を図るため、鉦、笛、
太鼓、袢天等の購入に対し､補助を行う。
・事業内容
　長胴太鼓修理、締太鼓 5台
　篠笛 10本、袢天 65枚、双盤 5台
・財源：自治総合センター助成金（10/10）
・支出先：黒川町福田区

活力

文化のまちづくり
事業
（●コミュニティ
助成事業）

2,500

発展 海洋

活力

活力

活力

活力

21世紀市民ゆめづ
くり計画支援事業

食を活かしたまち
づくり事業 1,700

まるごと伊万里
ポータルサイト構
築事業

1,000

　中国をはじめとする東アジア諸国との地理的優
位性を生かし、伊万里ブランドを活用したアジア
ビジネスの展開を図る。伊万里梨や伊万里焼の販
売促進や海洋ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰと現地大学との共同研究
の可能性を調査する。

伊万里･アジア
ネットワーク事業 3,996 3,996

1,700

　市民と行政の協働による新しい伊万里、楽しい
夢のあるまちづくりを実現するために、市民から
夢づくり計画やアイデアを募集して支援を行う。
○21世紀市民ゆめづくり計画支援事業費補助金
・17年度新規分　　　　 2,786千円
・16年度継続分　4事業　1,350千円(2年目)
・15年度継続分　4事業　　735千円(3年目)

　市民と行政が協働した新しいまちづくりの活動
や、独創性のある市民のまちづくりに対して支援
を行うことにより、活動の活性化や市民主体のま
ちづくり、元気なまち、元気なひとづくりを行
う。

　平成16年度に策定した食のまちづくり推進計画
に基づき、市民と行政の協働により計画的かつ効
率的に事業を推進する。
○委託先　食のまちづくり推進員会
○委託内容
・都市宣言の普及活動事業
・ふるさと薬膳メニューと加工品の開発事業
・食育研究会

　市内にあるホームページサイトの統括の窓口と
しての機能をもつ、「まるごと伊万里」市民ポー
タルサイトの構築を行う。
○組織　まるごと伊万里運営協議会
（構成員　市､伊万里CATV、情報センター、商工
会議所、農協、伊万里信金等）
○内容
・市内ホームページへのリンクの設定
・バナー広告
・インターネットによる映像の配信
・市民ポータルサイトの管理､運営

600

1,000

　市民の行政への参画促進を図るため、条例を制
定する。

5,154
（諸）
23 5,131

●
市民協働推進条例
（仮称）制定事業

810 810

活力

●
伊万里市民間活動
フォローアップ事
業

600

資料45ｐ

資料46ｐ

資料46ｐ
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特定財源 一般財源
財 源 内 訳

事業名 説 明事業費キー
ワード

先端
都市

千円 千円 千円

安心

安心

発展

949

　現戸籍及び附票のデータ化、除籍及び改製原戸
籍のイメージ化を行うことにより戸籍の作成、戸
籍謄抄本・附票の交付申請における検索・作成か
ら交付までの時間のスピードアップを図る。(平
成17年2月19日運用開始）
・電算化業務委託料(債務負担行為分）
　　　　　　　　　　　31,025千円
・システムリース料等　11,434千円

戸籍電算化事業 42,459 42,459

　納税者の利便性の向上と納付機会の拡大を図る
ため、軽自動車税のコンビニ収納を実施する。

賦課徴収事業
（●軽自動車税コ
ンビニ収納事業）

949

　行政の基礎資料を得るために、人口動勢並びに
これに関する諸種の状態を調査する。（５年毎）

指定統計事業
（●国勢調査事
業）

25,715
（県）
 25,706 9
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

・事業内容

（県） 　　②障害者作品展
6,384 4,396 1,988 　　③車椅子バスケットボール交流会

　　④手話通訳専門員の設置
　　⑤点字・音訳広報紙の発行
　　⑥身体障害者自動車改造費補助
　※①～③は社会福祉法人　東方会に委託
・負担割合　国1/3　県1/3　市1/3

（国）
48,040 23,945 24,095

（国）
12,343
（県）
7,010
（負）
1

障害者生活支援事
業

身体障害者(児)補
装具・更生医療給
付事業

事 業 名 説 明事 業 費

　在宅の障害者やその家族の地域における生活
を支援する。
・事業内容　障害者の相談業務、各種サービス
　　　　　　の利用援助（代行申請）等
・委託先　　社会福祉法人　東方会

　在宅の障害者の自立と社会参加を促進するた
め、次の事業を実施する。

　  ①点字教室、パソコン教室、パッチワーク
      教室、料理教室

障害者社会参加促
進事業

財 源 内 訳

　タクシー車両の回転式座席への改造を行う事

業所に対し、経費の一部を補助する。

・補助率　改造に要する経費の1/2以内

　　　　　（限度額20万円）

　在宅で介護や家事等の日常生活援助を受ける
障害者（児）に対し、支援を行う。

・対象者（児）　34人
・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

心身障害者(児)
ホームヘルプサー
ビス事業

　補装具の交付または障害部位の加療の場合に
医療費を給付する。
・補装具給付事業　　20,172千円
・更生医療給付事業　27,868千円
・負担割合　国1/2　市1/2

25,807 6,453

キー
ワード

安心

安心

安心

安心
●
地域福祉計画策定
事業

民　生　費

安心

（繰）
743

6,040
（繰）
6,040

200

安心

　複雑多様化する市民ニーズに対応した福祉施
策を推進するため、地域福祉計画策定に着手す
る。
・事業内容　　計画策定委員会の設置
　　　　　　　ワークショップによる作業
　　　　　　　市民意向調査等
・計画策定　　平成18年度

安心
重度心身障害者タ
クシー料金助成事
業

　重度心身障害者等の社会参加を促進するた
め、タクシー利用料金の一部を助成する。
・利用券　200円×25枚(一人当たり5,000円)
※平成16年度までは400円×25枚（一人当たり
　10,000円）
※平成17年度から県補助金が廃止

タクシーバリアフ
リー化促進事業

743

先端
都市

200

1,741 1,741

資料47ｐ

資料47ｐ

資料48ｐ
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特定財源 一般財源
事 業 名 説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード
先端
都市

千円 千円 千円

（国）
9,023

18,047 （県） 4,513
4,511

（国）
6,816

13,634 （県） 3,410
3,408

（県）
120,060

240,732 （繰） 50,333
70,000
（諸）
339

　

（国）
2,250
（県）
3,029

　

（国）
4,841
（県）
2,420
（諸）
3,413

7,039 1,760

16,730 6,056

障害者地域生活援
助事業

心身障害児通園事
業

　日常生活の援助を受けながら、地域で共同生
活する知的・精神障害者に対し、支援を行う。
・知的障害者地域生活援助事業　4,500千円
・精神障害者地域生活援助事業　2,539千円
・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

　介護者の都合により、一時的に施設に入所す
る障害者（児）に対し、支援を行う。

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

　保健の向上と福祉の増進を図るため、重度心
身障害者、乳幼児、母子家庭等に対し、医療費
を助成する。
・重度心身障害者医療費助成事業　138,555千円
・乳幼児医療費助成事業　　　　　 75,239千円
・ひとり親家庭等医療費助成事業 　26,938千円
・負担割合　県1/2　市1/2

　施設に入通所し、自立した生活と社会参加の
ための訓練等を受ける心身障害者に対し、支援
を行う。
・身体障害者施設訓練等支援事業 160,810千円
・知的障害者施設訓練等支援事業 289,734千円
・負担割合　国1/2　市1/2

　通所により、創作的活動や機能訓練等のサー
ビスを受ける心身障害者に対し、支援を行う。

・対象者　　25人
・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

　障害のある児童及び発達に遅れのある児童と
保護者に、日常生活等に対応するための訓練や
指導を行う障害児発達支援センター（ひまわり
園）を運営する。
・開設　　　月～土曜日　９時～１７時
・委託先　　社会福祉法人　伊万里福祉会
・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

　在宅の障害者が通所し、日常生活への適応訓
練等を行う施設の運営主体に対し、補助を行
う。
・運営主体　特定非営利活動法人　小麦の家
・負担割合　県1/2　市1/2

障害者通所援護事
業

3,900
（県）
1,950 1,950

450,544
（国）
225,125 225,419

23,620
（国）
17,715 5,905

　著しく重度の障害があり、常時介護を要する
在宅の障害者（児）に対し、手当を支給する。
・支給額（所得制限有り）
　　特別障害者手当　月額　26,520円
　　障害児福祉手当　月額　14,430円
　　経過的福祉手当　月額　14,430円
・負担割合　国3/4　市1/4

医療費助成事業

特別障害者手当等
支給事業

心身障害者(児)短
期入所事業

障害者施設訓練等
支援事業

安心
心身障害者デイ
サービス事業

安心

安心

安心

安心

安心

安心

安心

資料49ｐ
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特定財源 一般財源
事 業 名 説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード
先端
都市

千円 千円 千円

（起）
55,797 54,900 897

（県）
19,175 19,175

6,383 6,383

8,906 8,906

13,200 13,200

敬老会開催事業

　各町で敬老会を開催し、88歳及び100歳以上の
高齢者に対し祝金を支給するとともに、最高齢
者に記念品を贈呈する。
○敬老会開催委託料　　6,185千円
○敬老祝金等　　　　　2,721千円
　・88歳        10,000円/人
　・100歳以上   20,000円/人
※敬老祝金支給対象　6区分から2区分に変更

　突発的で緊急を要する疾患等に対応するた
め、在宅の一人暮らしの高齢者等に対し、緊急
通報機器を貸与する。
・貸与見込台数　200台
・利用料金　年収120万円未満　　　 100円/月
　　　　　　年収120万円～180万円　900円/月
　　　　　　年収180万円以上　   1,850円/月
　　　　　 (平成16年度までは一律100円/月)
※平成17年度から国庫補助金が一般財源化

　在宅の高齢者等に対し､在宅介護等に関する総
合的な相談に応じ､そのニーズに対応した保健､
医療､福祉サービスの利用調整を行う。
○基幹型在宅介護支援センター
　・事業内容
　　市内５箇所に設置している地域型在宅介護
　　支援センターを統括、指導、支援する。
○地域型在宅介護支援センター
　・事業内容
　　①総合相談及び高齢者の実態把握
　　②各種保健福祉サービスの普及・啓発
　　③介護予防プランの作成等
　・委託先
　　長生園､敬愛園､ユートピア､楽寿園､西光苑

　障害児発達支援センター（ひまわり園）の移
転新設を行う。
・構造　　軽量鉄骨造平屋建
・面積　　285.80㎡
・内容　　訓練室、相談室、事務室等

緊急通報システム
事業

在宅介護支援セン
ター運営事業

●
障害児発達支援セ
ンター整備事業

　在宅の一人暮らしの高齢者等に対して自立し
た生活を支援するため、軽度な日常生活上の援
助を行う。
・サービス内容
　　家屋等の軽微な修理、家屋内の整理整頓等
・利用回数　12回／年（1時間／回）
・利用料金　160円／回
・委託先　　シルバー人材センター
・委託料　　640円／回
※平成17年度から国庫補助金が一般財源化

シルバー人材セン
ター支援事業

　高年齢者の就業促進に取り組むシルバー人材
センターに対し、その運営と事業に要する経費
の補助を行う。
・高年齢者就業機会確保事業費補助金
　（国直接補助　13,200千円）

軽度生活援助事業 92 92

安心

安心

安心

安心

安心

安心

資料49ｐ
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特定財源 一般財源
事 業 名 説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード
先端
都市

千円 千円 千円

（県）
15,189
（使）
10,425
（繰）
10,140
（諸）
237

2,287

35,991

1,470 1,470

子育て支援セン
ター管理運営事業 5,085

（県）
5,085

146,069
（負）
17,663 128,406

（県）
9,539 3,180

6,764
（県）
3,382 3,382

　保護者の急病やパート就労等に対応するた
め、保育園に入所していない在宅の乳幼児を一
時的に保育する私立保育園に対し補助を行う。
・交付先　　私立保育園　19か園
・補助金額　4時間以内　  900円/人
　　　　　　4時間超　　1,800円/人

6,860
（県）
4,573

　介護保険のサービス利用における低所得利用
者の負担軽減を行う。
○社会福祉法人等による減免措置費補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　 11,138千円
○訪問介護利用者等負担額軽減助成費
　　　　　　　　　　　　　　　　　1,537千円
○事務費　　　　　　　　　　　　　   44千円
・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

　第3期介護保険事業計画との調和を保ちなが

ら、老人保健・福祉施策の事業量の目標設定等

を内容とする老人保健福祉計画を策定する。

　就労等により、昼間保護者のいない家庭の児
童（小学１～３年）に対し、安全な生活の場や
遊びの場を提供し健全な育成を図る。
・利 用 料　月額2,500円/人(2人目以降1,250円)
・開設校区  伊万里小、大坪小、立花小
          　波多津小、南波多小、松浦小
　　　　　　二里小、東山代小、山代東小
　　　　　※波多津小、松浦小は平成17年度に
　　　　　　新たに開設
・負担割合　国1/3　県1/3　市1/3
※平成17年度から利用料の口座振替取扱金融機
関
　に郵便局を加える。

　子育て相談業務や子育てサークルの支援を行
なうとともに､多様化する保育需要に応じた一時
保育・休日保育事業等を実施し､子育て支援を行
なう。

●
第4次老人保健福
祉計画策定事業

　概ね65歳以上の者で、身体上若しくは精神上
又は環境上の理由及び経済的な理由により、在
宅での生活が困難な者を養護老人ホームに措置
する。
・対象者　70人
・施設名　伊万里向陽園、シルバーケア武雄
　　　　　サリバン、唐津松風園、海光園
※平成17年度から国庫負担金が一般財源化

　住宅を要介護認定者の生活に合わせて改修す
る場合、それに要する事業費の一部を補助す
る。
・補助率　　介護保険対象額を超える額（200
　　　　　　千円を限度）の8/10
・負担割合　県1/2　市1/2

12,719

老人保護措置事業

在宅高齢者住宅改
良事業

介護保険低所得利
用者助成事業

一時保育促進事業

留守家庭児童クラ
ブ管理運営事業

安心

安心

安心

安心

安心

安心

安心

資料51ｐ

資料52ｐ
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特定財源 一般財源
事 業 名 説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード
先端
都市

千円 千円 千円

（国）
247,540
（県）
47,865

（国）
428,529
（県）
219,731
（負）
398,700
（使）
240
（諸）
7,266

58,136

安心 保育園運営事業 1,704,004 649,538

安心

1,050
（県）
3,150

11,746

（県）
6,733
（繰）
5,013

295,204 74,102
（国）
221,102

3,103

　小学校就学前児童のインフルエンザ予防接種
に要する費用の一部を助成し、保護者の負担軽
減を図る。
・1,000円/人の定額助成
（2回目の予防接種を受けた場合に限る）

　児童手当法に基づき、児童手当の受給資格の
認定及び支給を行う。
・支給対象者
　　小学校第3学年修了前児童を養育している者
・支給額（所得制限有り）
　　第1子、第2子　 5,000円/月
　　第3子以降   　10,000円/月

　保護者の就労時間等に対応するため、保育園

の開所時間（11時間）を30分延長し延長保育を

行う保育園に対し、補助を行う。

・交付先　私立保育園　14か園

・補助金　300千円/園

　市内公立6、私立19保育園及び市外保育園の運
営費
・公立　　   534,954千円
・私立　　 1,169,050千円

※平成17年度から公立保育園の延長保育促進事
業
　（基本分）国庫補助金が一般財源化
※平成17年度から保育料の口座振替取扱金融機
関
　に郵便局を加える。

　父と生計を同じくしていない児童等が育成さ
れる家庭の生活の安定と自立の促進に寄与する
ため、手当を支給する。
・支給額（所得制限有り）
　　児童1人のとき…41,880円/月
　　　　2人のとき… 5,000円/月加算
　　　  3人目以降… 3,000円/月加算
・負担割合　国3/4　市1/4

児童扶養手当支給
事業

幼児インフルエン
ザ予防接種費助成
事業

3,103

4,200

児童手当支給事業 353,541

安心
延長保育特別推進
事業

安心

安心

　黒川小学校については、余裕教室の確保が困
難なため、平成18年度の児童クラブ開設に向け
専用施設を整備する。
・構造　鉄骨造平屋建
・面積　81.54㎡
・内容　保育室、トイレ、流し台

安心
●
母子家庭自立支援
給付金事業

　母子家庭の母が教育訓練を受講し、資格を取
得することに対し、補助を行い、母子家庭の自
立促進を図る。
・補助金　　教育訓練費の40％(限度額200千円)
・負担割合　国3/4　市1/4

400 100
（国）
300

安心

●
留守家庭児童クラ
ブ専用施設整備事
業

資料52ｐ
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特定財源 一般財源
事 業 名 説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード
先端
都市

千円 千円 千円

（国）
827,607
（県）
1

（諸）
1

安心 生活保護事業 1,103,479 275,870

（国）
4,790安心

生活保護適正化推
進事業

　生活保護制度を適正に運営するため、次の事
業を行う。
①診療報酬明細書等点検充実事業
②長期入院患者退院促進事業
③収入・資産状況把握、扶養義務調査等充実事
業
④関係職員等研修・啓発事業
⑤体制整備（面接・訪問）事業
　　面接相談員1人を新たに配置し、相談体制の
　充実・強化を図る。
・負担割合　国10/10

　生活困窮者に対し、困窮の程度に応じ必要な
保護を行い、最低限度の生活を保障し、自立を
助長する。

・事業内容　　生活・医療扶助費等
・負担割合　　国3/4　市1/4

4,790
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

安心

安心

安心

安心

安心

安心

キー
ワード
先端
都市

安心

事業名

衛　生　費

病院群輪番制病院
運営事業

肝疾患対策事業 1,973

（県）
646
（諸）
233

4,902
（諸）
2,120 2,782

 初期救急医療として、耳鼻科、眼科を連休日の
うち１０日間開院し、救急患者への適切な医療
の提供を図る。
※平成１７年度から日曜在宅医（有田地区）、
　産婦人科所在確認医を廃止

むし歯予防等対策
事業 460

母子保健事業

　高齢者が健康で生き生きとした生活を送れる
よう支援する。
　・骨密度測定・健康相談事業　　　　188千円
　・生きがいづくり教室事業　　　　　440千円
　・認知症介護教室事業　　　　　　　995千円
　・転倒骨折予防運動教室事業　　　　604千円
　・食生活改善地区組織活動推進事業　203千円
　・負担割合　県3/4　市1/4

　歯科の２大疾患であるむし歯と歯周疾患を予
防するために、フッ素洗口事業と併せ幼児・保
護者の歯科健診・歯科相談を行い、幼児期から
成人期まで継続した歯科保健事業を実施する。
　・フッ素洗口事業　154千円
　（負担割合の見直：県1/2⇒1/3　市1/2⇒2/3）
　・歯科保健事業　　306千円
　（補助事業の廃止：県2/3⇒廃止）

（県）
51 409

介護予防・地域支
え合い事業 2,430

（県）
1,593 837

　初期救急医療（休日急患センター）の後方体
制として、休日において入院治療を必要とする
重症救急患者の医療を担当するため、輪番制に
よって開院する伊万里市、西松浦郡内の１１病
院に対し、運営に要する経費を補助する。
※平成１７年度から国庫補助金が一般財源化さ
　れ、それに伴い県補助金も廃止

1,094

　住民総合健康診断の血液検査の中で、B型肝
炎・C型肝炎ウイルス検査等を実施する。
・負担割合　県1/2　市1/2
※平成１７年度から３０歳代の費用徴収額改定
　400円／人⇒700円／人

　住民の不測の事故や急病に、迅速かつ適切に
対応するため、夜間における救急外来診療体制
の整備に対して補助する。
・対象医療機関　西部保健医療圏救急告示病院

事業費
財 源 内 訳

説 明

　母子保健法に基づき、乳幼児・妊産婦の保健
の向上を図る。
　・妊婦乳児健康診査事業 　　 9,907千円
　・１歳６か月児健康診査事業　  876千円
　・母子健康手帳交付事業　       51千円
　・３歳児健康診査事業　　　　1,269千円
※平成１７年度から国庫補助金が一般財源化さ
　れ、それに伴い県補助金も廃止
　（１歳６か月児、３歳児健康診査事業）

12,103 12,103

在宅当番医制運営
事業 578

（諸）
249 329

夜間救急外来診療
体制整備事業

8,080

（県）
4,040
（諸）
1,745

2,295
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特定財源 一般財源
キー
ワード
先端
都市 事業名 事業費

財 源 内 訳
説 明

千円 千円 千円

安心

安心

安心

安心

安心

結核予防事業 2,928 2,928

●
親子ふれあい交流
事業

72 72

地域小児医療体制
整備事業 8,519 8,519

　結核予防法に基づく検診等を実施し、結核予
防と早期発見を図る。
※平成１７年度から結核予防法の改正に伴う制
　度見直し
　・BCG予防接種
　　市内居住者で６か月以上４歳未満の乳児
　　　　　　　　⇒６か月未満
　・結核検診
　　市内居住者で１９歳以上の者
　　　　　　　　⇒６５歳以上

　西部保健医療圏（伊万里市、有田町、西有田
町）における小児医療体制の充実を目指し、市
民病院と西有田共立病院における小児科医師の
確保に要する経費や増員した小児科医師の人件
費等について、県の補助制度を活用するととも
に、その費用の一部を負担する。
・事業主体　西部保健医療圏
・負担割合　１市２町
　　　　　（均等割４割、人口割６割）

　健康づくり週間に、次世代育成支援の一環と
して、親子のふれあいや食育に関する催しを実
施する。
・事業内容　親子でたのしい運動、ふれあい
　　　　　　クッキング、育児相談等
※インセンティブ予算活用事業

　感染症の発生を未然に防止するため、予防接
種法に基づき、各種予防接種並びに高齢者のイ
ンフルエンザ予防接種を実施する。
・一類疾病
　ポリオ、日本脳炎、ジフテリア破傷風、、ジ
　フテリア百日せき破傷風（三種混合）、麻し
　ん、風しん
・二類疾病
　インフルエンザ（６５歳以上の高齢者）
　※平成１７年度から費用徴収額改定
　　1,000円／人⇒1,200円／人

37,221

　老人保健法に基づき、生活習慣病の予防、高
齢者の健康保持を図るため、各種健（検）診、
健康相談等を実施する。
　・健康手帳交付事業　　 103千円
　・健康教育事業　　 　1,104千円
　・健康相談事業　　　　 964千円
　・健康診査事業　　　70,381千円
　・訪問指導事業　　 　1,904千円
　・機能訓練事業　　　   303千円
　・負担割合　国1/3　県1/3　市1/3
●健康教育事業の中で、中高年齢者の健康づく
　り体操「つる・かめ体操（仮称）」を創作し
　普及を図る。（事業費124千円）

老人保健事業
（●つる・かめ体
操（仮称）事業）

74,759

（国）
14,171
（県）
14,171
（諸）
9,196

予防接種事業 61,454
（諸）
9,244 52,210
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特定財源 一般財源
キー
ワード
先端
都市 事業名 事業費

財 源 内 訳
説 明

千円 千円 千円

　　

（手）
104,542

　伊万里・有田地区衛生組合の火葬場建設に伴
う地元対策として整備した白野多目的広場内
に、白野区が施設（倉庫兼便所）を整備するた
めに必要な費用を補助する。
・財源　コミュニティ事業助成金（10/10）

安心
火葬場関連対策整
備事業 2,500

環境安心

環境

環境安心

安心

安心

安心

環境安心

環境安心

安心

環境安心

安心

940

●
環境基本計画策定
事業

1,143

資源ごみ回収奨励
事業

（諸）
2,500

　稼動以来２３年を経過した環境センター処理
施設の経年劣化や処理能力の低下の抜本的な改
善を図るため、施設の詳細な状態を把握し、施
設の延命化を図るためのごみ処理施設改修計画
を策定する。

10,233

 資源循環型社会形成に向け地域環境づくりに取
り組んでいる「伊万里環の里計画事業」に対し
補助を行う。

4,500

　環境センターの管理運営に要する経費247,392

1,500

940

　ごみを分別収集するための指定ごみ袋の作製

並びに、収集運搬業務を委託する。
39,585

10,233

（諸）
13,418

●
環境センター処理
施設長期整備事業 4,500

260,810環境センター管理
運営事業

1,500
環境保全創造住民
活動支援事業

　伊万里・有田地区衛生組合が行うし尿等の処
理事業及び火葬場事業に要する経費を負担す
る。
・負担金額　伊万里市３２７，１２７千円
　　　　　　有田町　１２４，５９２千円
　　　　　　西有田町１０３，４４７千円
　　　　　　　計　　５５５，１６６千円

327,127

144,127塵芥処理管理事業

●
生ごみ資源化等調
査事業

438

327,127伊万里・有田地区
衛生組合負担金

438

7,267
合併処理浄化槽設
置整備事業

ごみ集積所整備費
補助事業

 資源循環型社会の構築を目指し、“環境先端都
市づくり”を推進するため、生ごみをはじめと
した有機性廃棄物の資源化について調査、研究
を行う。

　ごみの適正排出及び減量化・再利用化を図る
ため、ごみ集積所の設置費に対し補助を行う。
・ごみ集積所整備　　３５基
・資源ごみ集積所整備　２件

　リサイクル推進及びごみ減量化対策の一環と
して､資源ごみの回収団体並びに回収業者組合に
対し補助を行う。

21,675

（国）
7,204
（県）
7,204

143

　自然環境を守り育て、健全な状態で将来の世
代に引き継ぐためには、環境を総合的に捉え、
社会・経済システムや生活様式を循環型に変革
していくことが必要であり、その礎となる環境
基本計画を策定する。

（繰）
1,000

　合併処理浄化槽の整備費に対し補助を行う。
・事業内容　　５ 人槽　　　 ３基
　　　　　　　６～７人槽　５０基
・負担割合　　国１/３　県１/３　市１/３
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特定財源一般財源

千円 千円 千円

千円 千円 千円

29,733
（県)
22,871 6,862

（基）
3,4153,781 366

97,886 97,886

説 明事業費
財 源 内 訳

事 業 名

 中山間地域において、農業生産条件の不利を補
正し、耕作放棄地の発生を防止するとともに、
農業、農村が有する水源かん養、洪水防止等の
多面的機能の維持増進を図るため、交付金を交
付する。
○交付金　　　　187,648千円
・集落協定数　  70集落
・補助率　　　　国1/2　県1/4　市1/4
○推進事業費  　1,234千円
・補助率　　　　国1/2

中山間地域等直接
支払交付金事業

特定農山村総合支
援事業

　国営伊万里土地改良事業にかかる農家負担を
軽減し、国営事業参加農家の経営安定を図る。
・国営土地改良事業費負担金 　　 97,886千円

国営伊万里土地改
良事業

新たな米政策対策
事業

188,882
（県）
141,353 47,529

　農業・農村の活性化に向けて、高収益、高付
加価値農業の展開等を図るため、下記の事業に
取組む。
・農業経営相談事業　　　　　　　　1,063千円
・新規作物等生産組織育成事業　　　　200千円
・地域間交流促進事業　　　　　　　1,197千円
・農産物加工品開発事業　　　　　　　300千円
・環境・景観・伝統文化維持保全事業　200千円
・「創夢塾アグリ」担い手農家育成事業166千円
・地産地消推進事業　　　　　　　　  655千円

　生産組織の育成､強化による良質な米､麦､大豆
の安定的供給を確立するため､生産組織が実施す
る高性能機械導入等の経費に対し補助を行う。
○集落型経営推進事業
・事業主体　　前平農業生産組合
・事業内容　　集落型経営体の検討
・対象事業費　200千円
・補助金　　　100千円
・補助率　　　県 1/2
○米･麦･大豆品質向上推進事業
・事業主体　　伊万里市農協
・事業内容　　研修会、実証圃設置等
・対象事業費  600千円
・補助金　 　 300千円
・補助率　　　県 1/3　市 1/6
○大規模農家緊急育成事業
・事業主体　　伊万里市
・事業内容　　農地の利用集積
・対象事業費  680千円
・補助金　　  680千円
・補助率　　　県 1/2　市 1/2
○特色ある米･麦･大豆づくり等条件整備事業
・事業主体　　真手野機械利用組合他13組合
・事業内容　　省力化等に必要な高性能機械
　　　　　　　施設の導入
・対象事業費　65,345千円
・補助金　　  28,653千円
・補助率　　　県 1/2(1/3)　市 1/10

キー
ワード
先端
都市

活力

活力

活力

活力

労　働　費

70,000
（諸）
70,000

農林水産業費

安心
九州労働金庫預託
事業

　市内勤労者の福祉向上を図るため、福利共済
並びに福利厚生資金の原資を九州労働金庫に預
託する。
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特定財源一般財源
説 明事業費

財 源 内 訳
事 業 名キー

ワード
先端
都市

千円 千円 千円

74,417
（県）
57,704 16,713

1,365 455

6,690 6,690

3,188
（県）
3,188

（県）
910

　農作物に深刻な被害をもたらす有害鳥獣の駆
除と被害防止対策に要する費用の一部を補助す
るとともに、駆除従事者の確保のため狩猟免許
取得に要する経費に対し補助を行う。
○有害鳥獣対策事業費補助金
　①カラス及び猪駆除対策費(日当、弾代等)
　　・対象事業費　1,211千円
　　・補助金　 　 403千円
　　・補助率　　　1/3
　②被害防止対策費（捕獲檻、電気牧柵等）
　　・対象事業費　16,540千円
　　・補助金　　　 3,937千円
　　・補助率　　　捕獲檻、くくりわな1/2
　　　　　　　　　電気牧柵1/6
　③猪捕獲報償金
　　・対象事業費　5,250千円(7,500円×700頭)
　　・補助金　　　1,750千円
　　・補助率　　　1/3
●伊万里版イノシシ対策「狩猟免許取得促進」
　特別事業費補助金
　①狩猟免許取得促進費
　　・対象事業費　600千円(50千円×12地区)
　　・補助金　　　600千円
　　・補助率　　　10/10

魅力あるさが園芸
農業確立対策事業

新さが水田農業確
立推進事業

　園芸（果樹、野菜）を経営の柱とする自立専
業農家の育成、確保を図るため、農業用機械や
施設を導入する経費に対し補助を行う。
・事業主体　　伊万里市農協きんかん部会
　　　　　　　ほか19組織
・対象事業費　167,130千円
・補助金　　   74,417千円
・補助率　　　県1/3（1/2）　市1/10

　効率的な農業経営を展開するため、病害虫防
除の省力化と労働時間の低減を目指し無人ヘリ
コプターを導入する経費に対し補助を行う。
・事業主体　　伊万里市農協
・事業内容　　無人ヘリコプター

・対象事業費　9,567千円

・補助金　　　3,188千円

・補助率　　　県（国）1/3

　平成１６年度より展開されている「新たな米
政策」の推進に対し、補助を行う。
・事業主体　　伊万里市水田農業推進協議会
・事業内容　　地域水田農業ビジョンの実施、
　　　　　　　新たな米政策の啓発普及等

・対象事業費　1,820千円

・補助金　　　1,365千円

・補助率　　　県 1/2　市 1/4

農業生産総合対策
条件整備事業

有害鳥獣対策事業
（●伊万里版イノ
シシ対策「狩猟免
許取得促進」特別
事業）

活力

活力

安心

活力
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特定財源一般財源
説 明事業費

財 源 内 訳
事 業 名キー

ワード
先端
都市

千円 千円 千円

10,000 10,000

3,001

（分）
825
（県）
1,350

826

2,040 2,040

4,785
（県）
3,680 1,105

444 444

ため池災害防止事
業

　国庫補助の適用を受けない老朽ため池の改修
事業で、災害を未然に防止し、農地等の保全及
び農業経営の安定を図る。
・事 業 費  　6,501千円
・地 区 名　  包石地区(黒川町清水)
・負担割合　  県50％　市35％　地元15％

田んぼの学校支援
事業

　水田の持つ多面的機能や自然との関係を学習
することにより、将来の担い手の育成と農業農
村の活性化を図る。
・対象学校　 大川内小学校５年生
・事業内容　 田植え、稲刈り等の農業体験
　　　　　   農業･農村の多面的機能の学習
　　　　　　 学習発表会
・事業費　　 380千円

380
（県）
380

6,501

（分）
975
（県）
3,250

2,276

　国、県の採択基準に適合しない農道舗装、水
路改良等の小規模な土地改良事業に対して補助
する。
・対象事業費　20,000千円
・補助金　　　10,000千円
・補助率　　　1/2

　伊万里ブランドの銘柄確立と更なる消費拡大
を図るため、関西地区において宣伝活動を行
う。
○宣伝・消費拡大活動に対する補助金
・事業主体　　伊万里市農協
・対象事業費　1,150千円
・補助金　　    383千円
・補助率　　　1/3
○事務費
・旅費　　　　   61千円

　肥育素牛の生産体制の確立と家畜糞尿の適正
処理や自給飼料の増産のための機械､施設等の整
備費に対し補助を行う。
・事業主体　　伊万里繁殖組合他２組合
・事業内容　　牛舎の整備､機械の導入等
・対象事業費　11,044千円
・補助金　　   4,785千円
・補助率　　　県1/3　市1/10

　伊万里牛の銘柄確立と販路拡大(東京市場)を
図り、伊万里牛の生産振興を促進する。
○伊万里牛振興会に対する補助金
・対象事業費　4,200千円
・補助金　　  2,040千円

小規模土地改良事
業

　中山間地域が果たす多面的機能等の維持を図
るため小規模な農業生産基盤の整備を行う。
・事 業 費　　3,001千円
・地 区 名　　山中地区(南波多町府招上)
・工事内容  　用排水路整備　Ｌ＝130ｍ
・負担割合  　県45％　市27.5％　地元27.5％

県単さが農業農村
振興整備事業

●
さが畜産自給力強
化対策事業

伊万里ブランド宣
伝・消費拡大促進
事業

伊万里牛振興会事
業

活力

活力

活力

活力

活力

安心

活力
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特定財源一般財源
説 明事業費

財 源 内 訳
事 業 名キー

ワード
先端
都市

千円 千円 千円

4,470
（県）
4,470

27,817
（県）
20,749 7,068

2,500

2,620
（県）
600 2,020

41,410

（分）
6,150
（県）
28,905

6,355

林道整備事業

　県代行事業として整備を進めている林道の用
地測量を行うとともに、用地を購入する。
①大川眉山線（Ｈ 9～    ）
・事業量　用地購入　　Ａ＝15,000㎡
　　　　　用地測量　　Ａ＝   4.0ha
　　　　　境界杭設置　Ｌ＝   900ｍ
②滝野線（Ｈ 7～    ）
・事業量　用地購入　　Ａ＝ 9,000㎡
　　　　　境界杭設置　Ｌ＝   565ｍ

11,659 11,659

●
地域材利用学校関
連施設整備事業

ツル越冬事業

　地域材を活用した木製遊具による施設整備に
対し補助を行う。
・事業主体　　大里保育園
・事業内容　　園庭木製デッキ型遊具設置
・対象事業費　8,941千円
・補助金　　  4,470千円
・補助率　　　県（国）1/2

●
基盤整備促進事業

　水田の嵩上げ、排水路の改修等の基盤整備に
より生産性の向上及び効率的・安定的な農業経
営を図る。
・事 業 費　41,410千円
・地 区 名　西八谷搦地区
・負担割合　国55％ 県15％ 市15％ 地元15％

　ツルの越冬を促進するために環境整備を行
い、ツルの越冬誘致を図る。
・事業内容　技術指導謝礼           189千円
　　　　　　餌代等　               441千円
           ツル監視・給餌業務委託料839千円
　　　　　　寝床等借上料　 　　　1,151千円

森林を守る交付金
事業

　適切な森林整備の推進を通じて、森林の有す
る多面的な機能を発揮し、森林施業の実施に不
可欠な地域における活動の確保を図るために支
援を行う。
○交付金　　　27,364千円
・協定数　    51地区
・補助率　　　国1/2　県1/4　市1/4
○推進事業費  453千円
・補助率　　　県1/2

　中山間地域の特性を活かした農業の展開と豊
かで活力のある農村づくりを推進するため、農
業生産基盤等の整備を図る事業に対する県営事
業負担金。
・事業主体　　　佐賀県
・地 区 名　　　伊万里西部地区
・主要工事　　　生産基盤整備
　　　　　　　　　用排水路、農道､圃場整備等
　　　　　　　　生活環境基盤
　　　　　　　　　集落農道､活性化施設整備等
・H17事業内容　 実施計画書の作成等

●
中山間地域総合整
備事業 2,500

活力

活力

環境発展

活力

活力

活力
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特定財源一般財源
説 明事業費

財 源 内 訳
事 業 名キー

ワード
先端
都市

千円 千円 千円

6,500
（県）
2,000 4,500

8,840 8,840

　波多津漁港内の給油施設の利用環境の悪化に
伴い、施設を移設し利便性の向上を図る。
 ・事業量　給油施設の建設(タンク20kl)
 ・事業費　11,000千円
　　　　　(うち県補助対象事業費6,000千円)
 ・補助率　県1/3 市1/3
　  ※補助対象外事業費5,000千円（市1/2）

●
沿岸漁業振興特別
対策事業（補助）

200 200

波多津漁港改修事
業（単独）

　漁港区域内の施設等の整備を行う。

・護岸③背後地埋立工事     　　  800千円

・排水路工事　 Ｌ＝100ｍ　     2,000千円

・家屋補償費等　　　　　  　　 6,040千円

　従来のイベントに加え「子ども魚市場」、

「魚のつかみ取り」等の実施に要する費用に対

し補助を行い、水産業の振興を図る。

・事業主体　波多津港みなとまつり実行委員会

・補助金　　  200千円

波多津港みなと祭
り支援事業

活力

活力

活力

－27－



特定財源 一般財源

千円 千円 千円

57,934

（県）
25,217
（起）
14,000

●
大川町ふれあい館
（仮称）整備事業

●
銀天街ファサード
改修事業

コミュニティバス
運行事業

8,750 8,750

事 業費
財 源 内 訳

説 明

　産業振興策として、市内中小企業の資金調達
の円滑化を図るための原資として金融機関へ預
託する。
・貸付限度額　運転資金　８,０００千円
　　　　　　　設備資金１０,０００千円
・預託金額　　　　 １７０，０００千円
・預託先　市内金融機関及び商工組合中央金庫

170,179
（諸）
170,000 179

商店街駐車場確保
支援事業 300

　伊万里市の東の玄関口である大川町は、石炭
産業で栄えた歴史を有するとともに、伊万里梨
の産地としても定着している。今後のまちづく
りを推進するため、観光客誘致をはじめ、地域
活性化の拠点としてのコミュニティ施設（まち

の駅）を整備する。

　市街地を周回するコミュニティバスを運行

し、交通弱者の足を確保することにより、「住

みたいまち伊万里」の具現化を図る。

商店街空き店舗活
用事業 1,276

（県）
638

新商品等開発支援
事業 1,000

　中心商店街が、周辺の有料駐車場を利用する
買い物客へ無料駐車券を交付する事業に対し補
助し、商業の活性化を図るもので、本年度より
県補助金が廃止されたが、伊万里市においては
引き続き支援を行う。
・対象事業費　800千円
・補助金　　　300千円
・補助率　　  市 3/8　商店街　5/8

　市内の中小企業が行う新商品等の開発に要す

る経費の一部を助成する。
1,000

　銀天街が実施する空き店舗の解消と賑いづく

りのための公募型空き店舗活用事業に対し支援

を行い、空き店舗への新規出店誘導とファサー

ド改修事業との効果的な実施を図る。

・対象事業費　1,914千円

・補助金　　　1,276千円

・補助率　　  県 1/3　市 1/3　銀天街　1/3

638

300

　昭和４８年に建設され老朽化が著しい銀天街
のアーケードを撤去するとともに、中心市街地
活性化基本計画の基本コンセプトである「古伊
万里文化の香る街づくり」にあった白壁土蔵風
のファサード改修事業を実施する。また、アー
ケードの撤去に伴い、市道の整備を併せて行
う。

18,717

19,262 19,262

事業名

中小企業振興資金
貸付事業

商　工　費

キー
ワード
先端
都市

活力

活力

活力

活力

安心

活力

活力

資料60ｐ

資料61ｐ

資料62ｐ
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特定財源 一般財源
事業費

財 源 内 訳
説 明事業名キー

ワード
先端
都市

千円 千円 千円

58
　大川内山の世界遺産登録に向けて、先進地の
取り組みを研究するとともに、気運を高めるた
めに、告知看板等を設置する。

活力
●
世界遺産登録推進
事業

58

350 350
　観光スポットの効果的なアピールの手法とし
て、動画の活用は極めて有効であるため、新た
な観光ＰＲツールとして、ＤＶＤを制作する。

1,240

●
高尾山公園景観整
備事業

300

●
スタンプラリー開
催支援事業

250

●
観光宣伝用ＤＶＤ
制作事業

ふるさと伊万里応
援団事業

●
伊万里川河畔屋台
村設置事業

●
商店街歩こう事業

　波多津町のまちおこしとして、高尾山公園を
玄海国定公園に相応しい魅力ある公園に整備す
る事業に対し支援を行う。
・実施主体　波多津町浦区
・対象事業費　600千円
・補助金　　　300千円
・補助率　　  市 1/2　浦区　1/2

125

　伊万里川河畔を市民納涼の場（屋台村）とし
て活用し、中心市街地の活性化を図る事業に対
し支援を行う。
・実施予定期間　７月～９月上旬
・実施主体　伊万里川河畔屋台村設置実行委員
会
・対象事業費　250千円
・補助金　　　125千円
・補助率　　  市 1/2　実行委員会　1/2

300

250
　観光客の市内回遊方策として、観光協会が実
施する「スタンプラリー事業」に対し、支援を
行う。

　本市独自の立地勧奨手段を構築すべく、本市
出身者、縁故者等の協力、支援をバネに、｢ふる
さと伊万里応援団｣を結成し、中央部における情
報収集、発信を行い、市と伊万里大使、企業と
のネットワーク化を推進していく。

・関東地区（平成１２年度設置）１７名

・関西地区（平成１３年度設置）１２名

・中京地区（平成１６年度設置）　６名

　来訪者に対する満足度を高め、リピーターの
増加を目指すために観光ボランティアガイドを
養成し、観光客誘致促進を図る。

1,240

100 100

●
観光ボランティア
ガイド養成事業

200
（諸）
200

125

　中心商店街の買い物客離れ対策として、魅力
ある商店街形成が重要であるため、商店連合会
が実施する消費者に回遊してもらうための仕掛
け作りに対して支援を行う。
・対象事業費　300千円
・補助金　　　100千円
・補助率
　　市 1/3　商工会議所　1/3　商店連合会1/3

活力

活力

活力

活力

活力

活力

活力

資料63ｐ

資料64ｐ
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

●
地方特定道路整備
事業

20,000
（起）
20,000

●
橋りょう整備事業

交通安全総務事業
（２種事業）

交通安全施設整備
事業
（１種事業）

地方道路交付金事
業 20,000

（起）
6,700
（諸）
11,000

2,300

市道栄町・永山線（Ｈ１７～Ｈ２２）
・改良延長　Ｌ＝700ｍ
・道路幅員　Ｗ＝7.0（5.5）ｍ
・本年度事業内容（測量設計、用地購入、補償）

事業費
財 源 内 訳

説 明

市内全域の市道の維持管理に要する経費。
・委託料　　　    　11,605千円
・工事請負費　    　40,000千円
・原材料費　　    　17,000千円
・用地購入費　　       287千円
・補償費　　　　　     200千円
・事務費            24,795千円

93,887
（諸）
92 93,795

・工事請負費（防護柵等）　8,000千円

・原材料費（反射鏡等）　　1,700千円

・事務費　　　　　　　　　　402千円

14,800

・市道天神・浦川内線視距改良工事

・波浦橋歩道橋設置工事

・市道延命橋線歩道段差解消工事

道路維持事業

市道改良事業
　市道立岩・東分線ほか１５路線
　・測量設計委託料     10,000千円
　・工事請負費         57,800千円
　・用地購入費　　      7,000千円
　・移転補償費　　      2,200千円

市道舗装事業
　脇田・築港線ほか１路線
　・舗装工事　　　　　　5,000千円
　・原材料費（生コン）　2,000千円

事務費　　　　　　　　　　89千円

市道立川・東田代線（Ｈ１５～Ｈ１７）
・改良延長　Ｌ＝700ｍ
・道路幅員　Ｗ＝5.0ｍ
・本年度事業内容（工事、用地購入、補償）

（起）
18,000

市道整備事業 84,089

（起）
22,500
（繰）
　4,500

57,089

市道提川・川西線（Ｈ１５～Ｈ１８）
・改良延長　Ｌ＝800ｍ
・道路幅員　車道部Ｗ＝5.5ｍ
　　　　　　歩道部Ｗ＝3.0ｍ（片）
・本年度事業内容（工事、用地購入、補償）

市道白野・永山線

・戸城橋架替工事（拡幅分）

10,102 10,102

8,000 8,000

14,800

安心

事業名

活力 辺地対策事業

土　木　費

キー
ワード
先端
都市

18,000

活力

活力

活力

安心

安心

安心

資料65ｐ

資料66ｐ

資料66ｐ

資料66ｐ

資料67、68ｐ
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特定財源 一般財源
事業費

財 源 内 訳
説 明事業名キー

ワード
先端
都市

千円 千円 千円

　　

　昭和５４年に建設後２５年が経過し老朽化が
進んでいるため、腐食の激しい階段部の補修工
事を行う。

　県道伊万里有田線(都市計画道路･伊万里駅南
口線)の整備に伴う市道の取付工事。
・事業期間　Ｈ１６～Ｈ１８
・本年度事業内容
（建物等調査、用地購入、補償）

河川局部改修事業 5,000 5,000

都市計画道路整備
事業
（大坪木須線）

118,000

26,001

伊万里ファミリーパーク（仮称）
（Ｈ１２～Ｈ１７）
・本年度事業内容
　遊戯施設整備、園路舗装、広場整備
・補助率　国1/2

8,000
都市計画道路整備
事業
（陣内白野線）

（起）
118,000

大坪木須線（Ｈ１６～Ｈ２０）

・計画整備延長　Ｌ＝740ｍ

・総幅員　　　　Ｗ＝ 22ｍ（4車線）

・本年度事業内容（用地購入、補償）

陣内白野線（Ｈ１６～Ｈ２２）

・計画整備延長　Ｌ＝420ｍ

・総幅員　　　　Ｗ＝ 12ｍ（2車線）

・本年度事業内容（用地購入、補償）

煤屋川（Ｈ１７～Ｈ２６）
・施工延長　Ｌ＝840ｍ
　　護岸工　　5,403㎡
　　橋りょう　５基
　　用地　　　7,088㎡
　　物件補償　１戸
・本年度事業内容（測量設計）
補助率　国1/3

局部改修工事
　永山川ほか２河川
浚渫工事
　加倉川ほか５河川

白野川（Ｈ１３～Ｈ１９）
・施工延長　Ｌ＝560ｍ
　　護岸工　　3,120㎡
　　橋りょう　２基
　　堰　　　　１基
　　用地　　　6,184㎡
・本年度事業内容
　（測量設計、工事、用地購入、補償）
補助率　国1/3　県1/3

都市基盤河川改修
事業 66,000

（国）
22,000
（県）
22,000
（起）
22,000

6,501
伊万里駅南口線関
連事業

150,000

（起）
19,500

2,310

都市公園整備事業
（補助）

（国）
75,000
（起）
75,000

（起）
8,000

●
蓮池跨線歩道橋補
修事業

2,310

●
統合準用河川改修
事業

9,000
（国）
3,000 6,000

安心

安心

安心

活力

活力

活力

安心

安心

資料69ｐ

資料70ｐ

資料71ｐ

資料72ｐ

資料73ｐ
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特定財源 一般財源
事業費

財 源 内 訳
説 明事業名キー

ワード
先端
都市

千円 千円 千円

1,200

　入居者の安全性・利便性の向上を図るため、

市営住宅(３階以上の中層耐火構造)の階段に手

摺りを設置する。

・対象団地　　　立花

伊万里ファミリーパーク（仮称）

（Ｈ１２～Ｈ１７）

・本年度事業内容

　修景施設・案内標識整備、変更計画書作成

　空き家の活用による伊万里への定住を推進
し、住みたい伊万里の住宅政策を展開するもの
で、本年度は要綱整備を行い、空き家の提供可
能者の募集を開始する。

359

2,019

市営住宅手摺設置
事業

2,400

359定住促進事業

●
市営住宅給水管改
修事業

3,000

（国）
1,200

（起）
13,000

都市公園整備事業
（単独） 15,019安心

安心

安心

安心
（使）
3,000

　給水の安全な供給を図るため、特に老朽化が
進行している市営住宅給水管の改修を年次的に
行う。
・対象団地　　　立花

－32－



特定財源一般財源

千円 千円 千円

（諸）
2,000

消　防　費

安心

●
自主防災組織育成
事業
（婦人・幼少年消
防クラブ育成事
業）

　心臓に電気ショックを与える自動体外式除細
動器（ＡＥＤ）の使用が一般市民も行えるよう
になったため、自動体外式除細動器購入に要す
る経費の補助を行い、救命率の向上を図る。
・自主防災組織育成事業費補助金　800千円
・交付先　市婦人防火クラブ連絡協議会
・内容　　自動体外式除細動器
・財源　　コミュニティ事業助成金(10/10)

救急救命士養成事
業

　救急業務体制の充実強化を図るため、高度な
救急処置を行うことができる救急救命士２人(う
ち１人は受託消防事業)を養成する。
・有資格者　　　　　　　　11人
・現在養成中（16年度後期） 1人

　防火水槽新設費補助金
・事業費×70％（上限1,200千円）

防災フェア実施事
業

　市民の組織的な防災意識の高揚、災害情報の
収集伝達、災害弱者への声掛け巡回等の防災活
動を推進するため、自主防災組織設置に要する
経費の補助を行う。
・自主防災組織設置事業費補助金　2,085千円
・交付先　市区長会連合会
・内容　　巡回用ヘルメット･防水ライト･腕章
・財源　　コミュニティ事業助成金

●
自主防災組織設置
事業
（災害対策事業）

消防施設整備支援
事業 1,200 1,200

2,085 85

800
（諸）
800

財 源 内 訳
事 業 名 説 明事業費キー

ワード

安心

安心

安心

安心

先端
都市

安心
非常備消防車両等
整備事業

　市民の安全な暮らしを守る災害活動に必要な
小型動力ポンプ付積載車を更新する。
・更新台数　1台
・小型動力ポンプ付積載車　全69台
　　　　　　（普通車65台、軽自動車4台）

3,596 1,511
（諸）
2,085

　防火・防災意識の高揚を図るため「防災フェ

ア」を開催する。

・会場　伊万里市民センター

237
（使）
237

2,1522,152

資料74ｐ

資料74ｐ

資料75ｐ

資料75ｐ
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

　歯質の強化に極めて有効なフッ素を、乳歯及
び永久歯が生える時期に積極的に応用する必要
があるため、幼稚園、小学校においてフッ素に
よる口内洗浄の実施を推進する。
※平成１７年度から負担割合が見直された。
　幼稚園…県1/2⇒1/3　市1/2⇒2/3
　小学校…県2/3⇒1/2　市1/3⇒1/2

（県）
69 71

　学校適応指導教室「せいら」において、学校
復帰のための支援事業の充実を図る。
・県委託金事業　　10/10
※平成１７年度から体制の見直しを行う。
　３人体制⇒２人体制
　（緊急雇用創出基金事業の終息による）

学校評議員事業 558 558

　開かれた学校づくりを推進していくため、学
校運営に関し、保護者や地域住民の意向を把握
し反映しながら、その協力を得るために各小・
中学校に学校評議員を配置する。

フッ素洗口推進事
業 140

1,608
学力向上対策推進
事業

●
教科書改訂事業 19,571 19,571

特殊学級在籍児童
生徒支援事業

財 源 内 訳

スクールアドバイ
ザー事業

　教育相談の専門的な知識・経験を有するアド
バイザーを５中学校区に配置し、カウンセリン
グ機能の充実を図る。
・負担割合　県１/２　市１/２

4,446
（県）
4,4468,892

学校適応指導教室
事業 3,033

（県）
1,266
（繰）
1,000

767

　基礎学力を維持するために到達度テスト（学
力検査及び知能検査）を実施し、基礎学力の定
着度合いを把握することにより、今後のきめ細
やかな指導の充実を図る。
・16年度…小学校2学年、中学校1学年で実施
・17年度…小学校2学年で実施

608
（繰）
1,000

　小学校に在籍する外国人子女等の日本語習得
を支援する。
・対象児童数　　１人
※平成１６年度まで緊急雇用創出基金事業を活用

142142

　心身に障害を持った児童生徒の支援を行うた
め、指導体制の充実を図る。
・対象生徒数　　１人
※平成１６年度まで緊急雇用創出基金事業を活用

1,4251,425

事 業 名

教　育　費

安心

キー
ワード
先端
都市

安心

説 明事業費

安心

活力

活力

安心

安心

安心

安心

　教育活動に関する予算の使途について学校長
の裁量の幅を広げることにより、創意工夫を生
かした教育活動を行い、学校の自主性、自律性
を向上させ、特色ある学校づくりを推進する。

　新学習指導要領に基づき３年に１回改訂され
る、小・中学校の教科書及び教科書指導書を採
択し、更新する。
・平成１７年度　小学校
・平成１８年度　中学校

外国人子女等の日
本語習得支援事業

特色ある学校創造
事業 5,000

（繰）
5,000

－34－



特定財源 一般財源

財 源 内 訳
事 業 名キー

ワード
先端
都市 説 明事業費

千円 千円 千円

活力
「オンリーワン」
のさが体験活動支
援事業

6,377
（県）
6,377

　子どもたちの豊かな感性と郷土への理解と愛
着を醸成するため､佐賀のよさを生かし､かつ地
域の実状に応じた農林水産業や窯業などの地場
産業体験活動を実施する。
・事業を委託する学校
　市内の全小中学校（大川内小学校を除く）
　小学校4年～中学校2年のうちの1学年
・補助率　10/10

3,000

　児童・生徒が充実感を持ちながら学校生活を
送っていくためには、小・中学校の連携と家庭
との連携が不可欠であり、「いのちの教育指導
資料」「学習の手引き」の作成、配付を行い、
児童・生徒の豊かな心の育成と合わせ学力の向
上を図る。

29,451

●
きらきら伊万里っ
子育成事業

3,000

200

小中学校空調整備
事業 17,000

小学校プール整備
事業

　児童・生徒の国際感覚の涵養及び英語に関す
る技能向上のために、外国語指導助手を配置す
る。
※平成１７年９月から配置人員を見直す。
　３人⇒２人（１人の減は、臨時職員で対応）

（繰）
13,926
（諸）
229

10,000

　平成６年度から年次的に小中学校の管理諸室
及び図書室に空調整備を行っているもので、残
りの小中学校について、平成１７、１８年度の
２か年で整備を完了する。
・対象校　　小学校…大坪、大川内小学校
　　　　　　中学校…伊万里、国見中学校
・対象室　　校長室、職員室、保健室

　遠距離通学の児童・生徒の通学手段を確保す
るため、通学距離が一定以上で、公共交通機関
を利用している児童・生徒の保護者に対し、通
学費の助成を行うとともに、スクールバスや通
学用タクシーの運行業務の委託を行う。
・通学距離制限　　小学校…４㎞以上
　　　　　　　　　中学校…６㎞以上
・スクールバス運行　黒川小学校、青嶺中学校
・通学用タクシー運行
　　　　　　　　　南波多小学校、東陵中学校

（繰）
7,000

29,451

14,155

　市の行事等に積極的に参加、演奏されている
伊万里、啓成中学校のブラスバンド部の楽器補
修を行うことで、より充実した活動が行えるよ
う支援する。
・楽器補修　　隔年の実施

　全小学校プールの老朽化したろ過機の改修及
び新規ろ過機の増設等について、年次的に実施
する。
・対象校　　松浦小学校

6,0006,000

200

8,117
●
中学校建設事業
（国見中学校）

安心

安心

活力

安心

活力

安心

安心
●
中学校教育資機材
整備事業

小学校・中学校遠
距離児童生徒通学
費助成事業

外国青年招致事業

　老朽化の著しい国見中学校の改築事業を国庫
補助事業として実施するため、校舎や屋内運動
場の耐力度調査を実施する。

8,117

資料76ｐ
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特定財源 一般財源

財 源 内 訳
事 業 名キー

ワード
先端
都市 説 明事業費

千円 千円 千円

　

　少子化、核家族化等が進むなか、家庭教育力

の向上を図るため、子育て講座を実施する。

・対象　市内全小中学校の保護者

　黒川松島線バイパス工事に係る遺跡確認調査

が完了予定であることから、平成１０年度に発

掘調査を実施した「宮ノ前北遺跡Ｄ地点」の整

理作業並びに報告書の作成を行う。

・事業期間　平成１７～１８年度

・負担割合　県10/10（委託金）

●
宮ノ前北遺跡調査
事業 701

（県）
700 1

史跡大川内鍋島窯
跡保存整備事業 3,001

（国）
1,500
（県）
750

博物館・美術館構
想研究事業

家庭教育力活性化
事業

いまり浪漫大学支
援事業 648

●
指定文化財説明板
製作事業

●
人権に関する市民
意識調査事業

420 420

790790

384 384

（諸）
460460

　博物館・美術館建設具現化の方向性を見出す

ために、市民との協働による事業展開を進めな

がら、伊万里に相応しい博物館・美術館につい

ての市民の熟度を高める。

・市民フォーラムの開催

・市民との協働による企画展の開催

　市内に５２件ある指定登録文化財のうち、屋

外にある２４件については、説明板若しくは案

内板の設置が必要であるが、このうち老朽化が

著しいものや表現内容の見直しを要する看板１

４件について、３か年計画で更新を行う。

・平成１７年度　５件

　府招浮立、茅ノ谷１号窯跡、中野神右衛門供

　養塔、重橋手漉和紙、小島古墳

　人権・同和の教育・啓発事業を効果的に推進

するため、５年毎に市民の人権・同和に関する

意識調査を実施し、「差別のない明るいまちづ

くり」を積極的に推進する。

※前回調査　平成１２年度

活力

活力

発展

その他

安心

発展

発展

　市民の暮らしに豊かさをもたらす講演会の開
催や地域の文化活動の発表を行うことで、地域
社会の融和と活性化を図り、浪漫の風薫る新し
い地域文化を創造するいまり浪漫大学の運営に
要する経費の一部を助成する。

648

　史跡大川内鍋島窯跡全域の保存を図るため、

保存管理計画策定委員会の助言を得て、保存管

理に係る基本方針や整備構想をまとめた保存管

理計画書の作成を行う。

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

751

資料77ｐ
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特定財源 一般財源

財 源 内 訳
事 業 名キー

ワード
先端
都市 説 明事業費

千円 千円 千円

　子どもの読書活動推進計画に基づき、子ども
が常に本に接することができる環境の醸成を図
るため、学校の先生を対象に、読書の楽しさや
必要性を理解してもらうための講演会や講習会
を実施する。

2,735伊万里塾推進事業

自治公民館新改築
事業 13,00013,000

2,735

競技スポーツ全国
大会等出場費補助
事業

伊万里夕やけマラ
ソン開催事業

　競技スポーツの全国大会及び九州大会に出場
する市民又は団体に対し、出場に要する経費の
一部を補助する。
・１人あたり20,000円を限度
・補助単価は対象人員で除した額とし、
　小・中・高校生は5,000円／人につき2,500円
　／人、一般は10,000円／人につき2,500円／人
　とする。

1,000

1,5001,500

1,000

　健康に対する関心が高まるなか、市内外から
多数の参加が見込まれるロードレースを開催
し、伊万里湾路の秋風に伊万里の魅力を感じて
もらうとともに、市民の健康・体力増進を図
る。
・期日　10月9日（日）
・場所　イマリンビーチ他

　自治公民館の新築又は改築を行う行政区に対
し、補助を行う。
・補助率
　新築　事業費の20%以内(上限3,000千円）
　改築　事業費の20%以内(上限1,000千円）
・対象地区　　６行政区

　これまでの伊万里学と社会教育講座を統合
し、地域の歴史、文化、風土、自然等の特性を
活かした地域づくりを図るため、地域の課題等
を踏まえた生涯学習を各種団体と連携し、各町
公民館を拠点として独自の講座等を開催する。

活力

活力

活力

活力

活力

活力

集会文化活動事業

　図書館が提供する資料は、人の成長と自立を
補助する役目を果たすものであり、読書の大切
さや意義を広く市民に浸透させるため、著名な
作家を招致しての講演会や講習会等を実施す
る。

309309

●
子どもの読書活動
推進事業

75 75

活力
親子のふれあい絵
本の読み聞かせ事
業

300 300

　少子化傾向のなか、次世代を担う子ども達に
対し、乳幼児向けの絵本の読み聞かせ、イベン
トの開催等を通じて、子育て支援、充実を図
る。
・対象者　小学校就学前の乳幼児とその保護者
※ブックスタートのフォローアップとして実施

活力

　生後３か月を迎えた赤ちゃんとその保護者に
対して、３か月検診の折に絵本を渡すととも
に、ボランティアによる読み聞かせを行い、絵
本を通じた親子の対話の大切さや乳幼児の情操
の育成に資する。

ブックスタート事
業

821 821

資料78ｐ
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特定財源 一般財源

財 源 内 訳
事 業 名キー

ワード
先端
都市 説 明事業費

千円 千円 千円

1,201

　生ごみの堆肥化を推進し、循環型社会を目指
すため、学校給食センターから排出される生ご
みについて、「NPO法人伊万里はちがめプラン」
に収集、運搬、堆肥化を委託する。
※実施は、中部給食センターと西部給食セン
　ターの２センター

活力

発展 環境
●
給食センター生ご
み堆肥化事業

1,201

●
大川内運動広場建
設事業

1,300

活力
多目的運動広場建
設事業 127,710

活力

●
社会教育主事（ス
ポーツ担当）受入
事業

390

（国）
94,788
（起）
31,500

1,422

　ソフトボール等の大会・練習会場が不足し、
各種大会運営等に支障をきたしているため、多
目的運動広場を整備する。
・場　所　山代町伊万里団地内
・面　積　27,000㎡
・内　容　ソフトボール場を主体とした多目的
　　　　　運動広場、駐車場約200台、トイレ、
　　　　　管理棟等

1,300

　地域住民の健康・体力づくりとコミュニティ
の場づくりとして、新たに運動広場の整備を行
う。
・場　所　大川内町
※本年度は、施設の設計を行うための地形測量
　等を実施する。

390

　体育指導委員の活動に対する指導助言や各種
スポーツ指導者の育成など、スポーツ組織、指
導体制の強化と体育・スポーツ事業の推進を図
るため、県が派遣する社会教育主事（スポーツ
担当）を受け入れる。

　平成１９年７月２８日から全国高校総体佐賀
大会が開催されることに伴い、開催地としての
円滑な運営にあたるために、本市で開催される
ホッケー競技に関し必要な準備を行う。
　本年度は、関係団体等からなる実行委員会を
組織し、市民への大会啓発や先進地調査など、
大会の開催に向けた本格的な諸準備を進める。

　現在の４箇所の学校給食センターは、狭隘で
老朽化しているため、最新鋭の設備機器を備
え、衛生管理の徹底した新たな給食センターを
建設し、地産地消や食教育等へ対応した効果的
効率的運営を目指すもので、建設については、
ＰＦＩ手法（民間資金活用等による公共施設等
の整備）を活用することとし、本年度はＰＦＩ
事業者の選定等を行う。

学校給食センター
建設事業 3,433 3,433

平成１９年度全国
高校総体開催準備
事業

3,202 3,202

安心

活力

資料79ｐ

資料80ｐ

－38－



特定財源一般財源

　

千円 千円 千円

財 源 内 訳
事 業 名 説 明事業費

　家屋等の背後地の急傾斜地や崖地の災害や崩
壊を未然に防止し、市民生活の不安を解消す
る。
・地 区 名　 大川内町吉田地区
・工事内容　 ブロック積 Ｌ＝30ｍ Ｈ＝5.4ｍ

土木施設災害復旧
事業（１６年災補
助・過年）

11,880

（国）
7,923
（起）
3,900

57
　平成１６年度に発生した土木施設災害１５箇
所のうち、未施工の河川６箇所を復旧する。

急傾斜地崩壊防止
事業 8,500

（分）
2,125
（県）
4,250

2,125安心

キー
ワード
先端
都市

災 害 復 旧 費

安心

－39－



特定財源 一般財源

千円 千円 千円

（国）
2,542,192
（県）
25,295

（連合会） 金 額
5,823,965 128,211 1,750,280 総 務 107,949

(支払基金) 保 険 給 付 3,888,597
925,721 老人保健拠出金 1,358,554
(一般会計) 介 護 納 付 金 310,411
452,266 共同事業拠出金 101,187

保 健 事 業 費 13,168
公 債 費 1,053
諸 支 出 金 3,906
基 金 積 立 金 1
予 備 費 39,139
計 5,823,965

千円 千円 千円

（国）
1,037,192
（県）
479,250
（負担金）
12,687

(支払基金)
1,223,826 金 額
(一般会計) 総 務 133,098
595,806 保 険 給 付 3,824,465
（諸） 財政安定化基金 26,997
2,678 公 債 費 200
（起） 諸 支 出 金 1,011
17,597 基 金 積 立 金 1

予 備 費 14
計 3,985,786

千円 千円 千円

（特別会計）

国民健康保険特別会計

説 明

(単位：千円)

介護保険特別会計

財 源 内 訳
事 業 名 事 業 費

立花台地開発事業特別会計

立花台地開発事
業 13,793 13,793

・事業費　管理業務等委託料   2,201千円
         分譲チラシ印刷         50千円
          事務費等　　       6,900千円
・公債費(一借利子) 　　 　 　　 70千円
・予備費　　　               4,752千円

介護保険事業

　地域住民の健康と福祉を保障する地域保
険として、市民の「健康で豊かな毎日」を
支えるために、保険給付の適正化を図り、
国保財政の健全化に努める。
・一般被保険者　9,839世帯　21,230人
・退職被保険者　2,491世帯　 3,578人

3,985,786 616,750

国民健康保険
事業

項 目

　サービス受給者の適正な認定に努めると
ともに、円滑なサービス提供の推進、制度
理解の促進、保険料の収納率向上等に努め
る。
　また、平成18年度からの運営・サービス
の基盤整備を図る第3期介護保険事業計画
を策定する。

項 目
(単位：千円)

資料81ｐ
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特定財源 一般財源
説 明

財 源 内 訳
事 業 名 事 業 費

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

農業集落排水事業特別会計

　高齢者の健康保持と適切な医療の確保を
図りながら、各種医療給付事業を実施す
る。
・総 務 費　 　      　　  24,620千円
・医療諸費　　　      　6,290,357千円
・公 債 費　　　　            198千円
・諸支出金　  　　　          195千円
・予 備 費　  　　　           11千円

450,323

・浄化センター等施設営繕費 21,000千円

・福母汚水準幹線築造工事外444,000千円

・処理場水処理施設増設事業260,000千円

・公債費

　　元金　　　　　　　　1,038,600千円

　　利子　　　　　　　　　503,555千円

・処理場維持管理業務　　　 29,780千円

・公債費

　　元金　　　　　　　　　 57,063千円

　　利子　　　　　　　　　 34,644千円

56,818

伊万里駅周辺土地区画整理事業特別会計

公共下水道事業特別会計

公共下水道事業
特別会計 2,521,013

（国）
178,100
（繰）
934,990
（起）
957,600

農業集落排水事
業特別会計 121,987

（県）
901
（繰）
64,268

伊万里駅周辺土
地区画整理事業 7,081 7,081 ・事務費等　　　　　　　　　 5,536千円・予備費   　　　　　 　　　 1,545千円

市営駐車場特別会計

市営駐車場 17,897 17,897

・事業費　管理業務等委託料   6,764千円
          土地借上料等       7,565千円
          維持管理費         1,710千円
・公債費  一借利子 　　 　 　　 15千円
・予備費　　 　　            1,843千円

老人保健事業 6,315,381

（国）
1,769,237
（県）
441,639
(支払基金)
3,640,704
(一般会計)
463,788

13
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(企業会計）

特定財源 一般財源

千円 千円 千円

資本的支出

千円 千円 千円

資本的支出

千円 千円 千円

収益的支出

資本的支出

（国）
  43,800
（起）
 351,300

807

○福母・福川内地区
  第９次拡張事業の一環として、１８年度給水開始
を予定している二里町福母地区に配水施設等の整備
を行う。また、１８年４月に山代町福川内簡易水道
を上水道と統合するため、配水管布設等の整備を行
う。

○統合配水施設整備
  第９次拡張事業において簡易水道統合を計画して
いるが、大川町・松浦町・大坪町の主要接続幹線の
配水管新設工事等を行う。

　配水池やポンプ場のデータを集め、有田川浄水場
で監視するデータロガ装置が老朽化しているため、
５年計画で改良工事を行う。

　鉛製給水管布設替　　布設替戸数１６０戸

　上水道の安定給水と有収率の向上を図るため、配
水管の新設・改良を行う。
　Ｌ＝3,333ｍ

　第９次拡張事業における井手口川ダム建設負担金

　維持管理等に支障をきたしている滝川内簡易水
道・松浦簡易水道・大川簡易水道の給・配水管の布
設替を行う

有田川浄水場データロ
ガ装置改良事業

6,600 6,600

簡易水道配水管改良事
業

31,400 （起）
  25,000

6,400

配水管新設・改良事業 108,800 108,800

33,600 （国）
  11,200

22,400

鉛製給水管布設替事業 20,000 20,000

簡易水道統合整備事業 395,907

病院事業特別会計

工業用水道事業特別会計

　給水水質の安定確保を図るため、水質計測機器の
充実と薬注設備の増設・改良を行う。

第３工業用水道
浄水能力高度化事業 64,680 64,680

水道水源開発施設整備
事業（井手口川ダム建
設負担金）

水道事業特別会計

財 源 内 訳
事 業 名 説 明事 業 費

　県地域小児医療体制整備事業を活用して、小児科

医師の確保を図り、地域の小児患者への診療体制の

整備・充実を行う。

県地域小児医療体制整
備事業 33,262

(西有田町)
  15,000 18,262

　気管支ビデオスコープ（気管支内視鏡検査用）医療器械備品購入 2,730

（国）
    910
（市）
  1,820
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